
梅内美華子氏 / 歌人

開催日

令和3年12月8日（水曜日）

開催校

八戸市立西白山台小学校

演題

「校歌に込められた想い、言葉の大切さ」

セミナーの様子

西白山台小学校は今年創立5周年を迎えます。節目の年に、校歌の作詞者である梅内美華子氏を招き、校歌に込められた想いを伺いました。

自然の中にある学校であること、地域の木材を使用した温かい学校であること、そして人とのつながりや思いやりを育んでほしいという想いを込めて、

西白山台小学校の校歌を作ったそうです。

子どもたちは熱心に聞き、校歌の歌詞の1つ1つについて想いをめぐらしているようでした。

言葉は時代とともに変わります。その例として、梅内氏の母校であり、歴史ある小学校の1つである八戸小学校の校歌の披露がありました。

このセミナーの前に、参加した子どもたちは短歌を作りました。梅内氏には1つ1つに目を通していただき、代表で5人の子どもたちの短歌にコメントを

いただきました。

質疑応答では、「校歌で一番好きな言葉はどれですか？」「自分の短歌で一番好きな短歌は？」等たくさんの質問がありました。

一番好きな短歌は、初めて褒められた小学校4年生に作った短歌とのことです。

今回のセミナーで学んだことは、5周年記念の記念誌制作に役立てるそうです。

八戸大使ふるさとセミナー（梅内美華子氏） @ 八戸市立西白山台小学校




